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昭和後期における扇風機の発達
�「松下精工」に見る製品開発事例研究 �

平 　野 　　　聖��

要 　　　約

本論の目的は，我が国家電製品のデザインの変遷を辿ることによって，我が国デザイン開発の特徴
を見出すことにある．今回，松下精工（現パナソニックエコシステムズ）における昭和後期の扇風機

のデザイン開発事例について調査した結果，下記のことが示された．それまでに各企業の扇風機の形
状は，ほとんど同一となってしまったので，差異化のために同社は「風自体の品質向上」をめざした．
「自然な風」を再現するために，「リズム風」，および「ランダム風」を経，「 �／ �ゆらぎの風」へと発
展させ，その革新性をアピールするために，扇風機自体の形状を従来とは大きく変更した．

�．はじめに

本研究の目的は，先人が外来の機器類 � 今回は

扇風機を対象に選定 � を我が国の環境や国民性に
適合するよう進化させて来たプロセスを辿ることに
より，我が国のデザインを中心とした製品開発の特
徴を見出すことにある．扇風機は，一般家庭に導入
された最古の家電製品の一つであり，なおかつ現在
に至るまで市場に登場し続けており，類まれなる長
寿命を保っている．既報の研究成果���の内容を時
系列にまとめると，以下の通りである．明治時代に
は，先進国から我が国へ輸入された製品が，扇風機

を普及させる中心的役割を果たした．大正時代には
国産化が進められ，扇風機のデザインにおける基本
的な四要素（黒色，�枚羽根，ガード付，首振り）
が完成された．扇風機は高価であったので，多くの
人々はレンタル制度を利用していた．昭和戦前期に
は，大衆の購買力の向上に伴い小規模な家電ブーム
が到来し，扇風機がその牽引役を果たした．この時
期には，他社との差別化やモデルチェンジを明示す
る役割を果たすべく扇風機用ガードが独立してデザ

インされるようになった．このように扇風機の基本
的な機能は，第 �次世界大戦前に，ほぼ満足のゆく
レベルにまで至っており，戦後追加された機能とし
ては，いわゆる「お座敷扇」に見られる首伸縮機能
くらいである．これは �台で洋間にも和室にも使用
可能な経済的な扇風機と認知され，団地を中心に広
く受け入れられた．戦前発明された幅広 �枚羽根の

「エトラ扇」���は，戦後特許が切れたことにより，
各社がこぞって採用するようになる．「エトラ扇」で

安全性が確保されたことから，ガードの間隔の疎ら
なものが増え，流線型の本体との相乗効果により，
戦前に比較し軽快でスマートな印象を与える扇風機
も登場した．色彩に関しては，扇風機は「黒」とい
う常識が，戦後のカラー化導入によって覆された．
これは，進駐軍の影響とプラスチックの採用による
ところが大きい．この時期の扇風機用ガードのデザ
インの多様性には目を見張るものがあり，扇風機の
モデルチェンジやバリエーション展開により付加価

値を与え，消費者の購買意欲をそそる営業戦略的側
面において，大いに寄与している．
以上のごとく，明治時代から昭和�	年代までの扇

風機のデザイン開発の事情を考察してきたが，その
内容の大半は文献史料に依拠するものであり，デザ
イン開発に携わった関係者と直接会見し話を伺う機
会はなかった．昭和�	年代以降に扇風機デザインを
手がけた方々が現在
	代，�	代となり，年齢的に何
とか接触可能な最後の世代でそれ以前のデザイナー

はその多くが第一線を退かれたり，鬼籍に入られた
りしているからである．したがって，扇風機を始め
とした高度経済成長期までの我が国家電製品のデザ
イン開発の実態を経験者から直接伺う機会は，今後
減少の一途を辿るものと予想され，今が最後のチャ
ンスかも知れない．その想いは開発当事者も同様の
ようで，今回の取材に際しても可能な限り多くのこ
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とを当方に伝えることにより，きちんと後世に残し
て行きたいとの願いを感じ取ることができた．

�．研究の方法と対象

本研究は，我が国扇風機草創期より近年に至るま
で高い当該市場占有率を維持するメーカーの一つで
あるパナソニックエコシステムズ本社（愛知県春日
井市）にて，平成�	年��月�
日に実施した扇風機開
発関係者に対するインタビュー内容と，同社カタロ
グ，雑誌，技術文献等の文献資料を対象に行うこと
とする．同社は��	�（明治��）年に川北電気企業社
として創業，��
	（昭和�
）年，当時の松下電器産
業と提携を結び「ナショナルブランド」扇風機製造・

販売，��

（昭和��）年，松下電器産業と日本電気
精器の協力により，大阪電気精器として設立，��
�
（昭和��）年に松下精工，�		�（平成�
）年に松下エ
コシステムズ，�		�（平成�	）年にはパナソニック
エコシステムズと社名を変更し現在に至っており，
昭和�	年代以降，長きにわたり国産扇風機ではトッ
プシェアを維持している���．本稿の取り扱っている
時期は同社の松下精工時代に相当するので，表題は
それを使用している．インタビュー対象者は，下記

の通りである．
��さん：技術企画グループ技術戦略チームリーダー

（����（昭和��）年入社），製品開発総括
担当

��さん：技術企画グループ技術戦略チームマネ
ジャー（����（昭和��）年入社），デザイ
ン開発担当

��さん：モーターグループ・グループマネジャー
（����（昭和

）年入社），技術開発担当

�．扇風機の普及状況

経済企画庁発表の「消費者動向調査」統計（表 �）
によると，我が国における扇風機の普及率は，��
�
（昭和��）年でようやく約
	�に過ぎない．ところ
がその後の�	年間で�	�を超え，ほぼそのままの数
字を昭和末期まで維持し続けている．すなわち，昭
和�	年代に扇風機が各家庭に急速に普及し，それ以
上の伸びは期待できないピークの状態に急速に達し

たことを示している．とはいえ，����（昭和
�）年
テレビ，冷蔵庫，洗濯機がほぼ�		�に達しているの
と比較すれば，こたつと並んで���
（昭和
	）年頃
より頭打ちの状況に至ったまま推移しているという
ことも言える．これには，寒冷地においては必要性
が低い，季節商品であり購入を躊躇する意識に繋が
りやすい，エアコンの導入によりその存在意義が薄
れたといった要因が考えられる．

�．昭和��年代末の動向

��
�（昭和��）年発行の『暮らしの手帖 　第�	号』
に，「扇風機をテストする」（同誌編集部テスト班実
施）と題する特集記事が掲載されている．取り上げ

られたブランドは，ゼネラル，シャープ，サンヨー，
���，三菱，富士，日立，ナショナル，東芝の �社
であり（ブランド名は同誌記事に依拠する），当時の
扇風機メーカーを網羅している．各機種の写真（図
�）を観察すると，ガードは大半が直線放射状を採
用しており，わずかに東京芝浦電気のみが特徴的な
デザインとなっている．これによって，昭和�	年代
後半には，各社がガードのデザインには力を入れな
くなっていたことが窺える．ガードに代わり，以前

に比べ大きな変化が見られるのは基台操作部である．
基本は押しボタン式のタッチキーと，ロータリー型
のスイッチの �種類が採用されている点で共通して
いるが，その形状，配置，色彩については，各社工
夫を凝らしている．
また，羽根に関しては東京芝浦電気が「幅広四枚

羽根」を採用している以外は，全社エトラ扇に類似
する羽根を採用している．すでにエトラ扇の特許権
は存続期間を満了しているので，各社は自由にその

採用が可能であった．しかしながら，東京芝浦電気
は「幅広四枚羽根」を他社との差別化のために，採
用し続けている．同社では，「きめ細かい風，静かで
豊かな風，遠くまで届く涼しい風，変化に富んだ頼
もしい風」を送れることが，「幅広四枚羽根」の特長
と謳っていた．
なお，特集した新型扇風機と比較する意味で，「（暮

らしの手帖）研究室に�	年前からある扇風機（東芝
製）」（図 �）を登場させ，機能的には古いものでも

十分であり，新型の優位性は操作性の向上にあると
テスト班は結論付けている．

�．昭和後期の扇風機に見る機能・形態

�．�．カタログに現れる機能・形態

昭和�	年代以降のパナソニックエコシステムズ扇
風機カタログに現れるキャッチコピーについて，当
該製品の機能を表現しているものを時系列的に洗い
出してみる．また，形態については上述した従来型

に比し特に特徴あるものを取り上げ，解説する．
����（昭和��）年：「完全首振り」機能（二重，電

磁，前面ワンタッチ）

「二重」とは指先で頭部を軽く突くことで，首振
角度と範囲を簡単に変更可能なことを，「電磁」とは
電磁石の吸引力を利用し首振開始と停止を可能とし
た操作方法を，「前面ワンタッチ」とは操作ボタンが
基台前面に配置され，操作が容易であることをそれ
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表 � 「家電製品の普及率」
消費者動向調査（経済企画庁）統計による（単位は�）
（����年は �月調査，��年���年は �月調査，��年以降は �月調査，��	�年以前は人口 �万人以上の都市部におけ
る非農家対象）

ぞれ意味している．
����（昭和��）年：「	羽根」	
��
�
�（ゆたかな

風），	
��
（しずかな風），	
���（はやくとどく

風），	
���
�（品質のよさ）

戦前発明され扇風機メーカー各社が採用するに
至った幅広三枚羽の「エトラ扇」を改良した「�羽
根」（図 �）が初登場した．また，卓上扇に「白鳥」，
お座敷扇に「松風」と和風ネーミングを採用してい

る．これは，��年発売「飛鳥」（ステレオ），�	年発
売「嵯峨」（テレビ）と呼応するナショナルブラン
ドにおける和風ネーミング採用戦略の一環である．
「白鳥」は「くの字」状に屈曲させた支柱に特徴を持
たせたユニークなスタイルで，操作部が支柱に配置
されている（図 �）．「松風」は角型を基調とし，基
台に木目等を配したシンプルな造形を採用している

（図 
）．これはカタログに �年で�
万台販売したと
あり，当時の大ヒット商品であったことが分かる．
以降，このタイプは定番として継続生産される．
����（昭和��）年：電子扇「電子装置で強い風から

やわらかい風まで思いのまゝ」

����（昭和��）年：電子ストップ扇「手を触れた瞬

間ピタッと止まる」

����（昭和��）年：クイックストップ

上記 �年間のカタログにおいては旧来の機械式操
作を廃し，電子装置を組み込み軽快な操作性を獲得
したこと及び安全性向上を果たしたことをアピール
している．
����（昭和��）年：新 	羽根「風量���アップ」，

「立体首振」，超微風，「空間利用」

「�羽根」を改良し，風量向上かつ超微風送風を
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図 � 『暮らしの手帖 　第�
号』（��	�年）「扇風機をテストする」より抜粋

図 � 『暮らしの手帖 　第�
号』（��	�年）「扇風機をテ
ストする」より抜粋

可能ならしめた「新�羽根」（図 
）が初登場した．

����（昭和��）年：インテリアデザインシリーズ「消

費電力もわずかです」

第一次石油ショックの影響から，省エネについて
配慮され始めた．
����（昭和��）年：リズム風，「自然の風が吹くよ

うにリズミカルな風」

不自然な一定送風を是正するために，音楽のよう
に強弱を繰り返す「リズム風」が採用された．
����（昭和��）年：お部屋の冷気を循環

����（昭和��）年：ドライクール扇風機

クーラーの冷気を循環させるために扇風機の併用
を勧めたり，小型移動式のクーラーともみなせる冷
風扇（ドライクール扇風機）が登場した．これは箱
型であり，従来の扇風機とは形態的に全く異なる（図
�）．
����（昭和��）年：ランダム風「ここちよい自然の

そよ風のように」

一定のパターンを繰り返す「リズム扇」をより進

化させた，ランダムな強弱送風を可能とした「ラン
ダム風」機能が採用された．
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図 � パナソニックエコシステムズ「カタログ（��		年発行）」より抜粋

図 � パナソニックエコシステムズ「カタログ（��		年発行）」より抜粋

����（昭和��）年：温度感知センサー

室温を感知し，自動的に電源送風スイッチのオン，
オフが可能となった．
����（昭和��）年： � ��ゆらぎの風

「自然な風」はただランダムに吹いている訳では

なく，川のせせらぎや星の瞬き同様一定のパターン
があることが判明した．それが「 � ��ゆらぎ」であ
り，茨城大学との共同研究により発見・開発された
旨が明記されている．ただし，形態的には従来の典
型的なフロア扇のままであり，とりたてて新鮮味は
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図 � パナソニックエコシステムズ「カタログ（��		年発行）」より抜粋

図 	 パナソニックエコシステムズ「カタログ（����年
発行）」より抜粋

ない（図 �）．
カタログの広告表現から導き出されるのは，当時

の消費者に対してどのような機能がアピールする
とメーカー側が認識していたかという傾向である．
当初は昭和�	年代までの「モノとしての魅力」をア

ピールしていた時代の名残りである首振り機能，ス
トップ機能等のメカニズムに関する機能が注目され

ていたのが，石油ショックに端を発した省エネ時代
を経て，次第に「風の質」自体すなわち「心の満足
度」に目を向けていく様子が示されている．単に風
に吹かれて涼しければ良いといった単純な機能性か
ら，いかに心地よい風を享受できるかという，官能
試験を必要とする高度な付加価値へと消費者の求め

るものが変化を遂げている．それは，当時，もはや
ありきたりの基本的な機能では他社との差異化が不
可能となり，官能領域にまで踏み込んだ開発が必要
であるとの認識に至った，成熟商品たる扇風機の置
かれた立場を示してもいる．
�．�．インタビューに基づく機能・形態上の変化

関係者にインタビューを実施したところ，上述し
た資料による情報から導かれる推測を結果的に補
完・確認する作業とすることができた．すなわち，

機能・形態における変化の経緯につき下記のように
情報提供を受けた（上記 �名の方々を対象としたイ
ンタビューをもとに，筆者が再構成した）．
昭和�	年代になると，扇風機ユーザーから連続一

定送風を不快に感じるとの声が段々と強くなり，社
内に「自然な風の再現」を目指す動きが出始める．
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図 � パナソニックエコシステムズ「カタログ（����年発行）」より抜粋

図 � パナソニックエコシステムズ「カタログ（����年発行）」より抜粋

カラー化やガードによる差異化が一段落した結果，

形態的に各社似たり寄ったりとなり，独自性を打ち
出すには「風の質」にこだわる必要があったことが
背景にある．試行錯誤を繰り返した動きの中には，
各地の風の名所と言われる「心地良い風」を計測（風
速計や周波数測定の応用等）したこともある．����
（昭和��）年頃，研究室レベルではバイメタルを利
用した機械式の「不連続な風」を実現したが，社内
モニターを実施した際「不自然な風」と不評であっ
たので結局製品化には至っていない．内部モニター

で一応の結果が出せた場合は，外部モニターに評価

を依頼し，そこでも満足な結果が出せれば商品とし

て世に出るという手順を踏む．ただ，「不連続な風」
に可能性は感じられたので，研究は継続されていた．
その結果����（昭和
�）年，マイコンを応用した一
定のパターンを繰り返す「リズム風」を内蔵した扇
風機を製品化し，���
（昭和
	）年にはそれが乱数
表を利用した「ランダム風」へと進化した．これら
はそれなりの評価は得たものの，依然として「自然
な風には程遠い」との意見も強かった．そこに本命
として登場したのが，����（昭和
�）年の「 � ��ゆ

らぎ ���の風」であった．これは当時ナショナルブ
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ランドの洗濯機や掃除機に採用された「ファジー理
論」との相乗効果もあって，大変消費者にアピール
し他社との差異化に大いに貢献してくれた．ナショ
ナルショップ等の店頭で従来の「ランダム風」との

相違を強調するために，首を上に向け上方に送風し
ている扇風機の上に風船を浮かべる実験を実施した
ところ，「 � ��ゆらぎ」効果が一目瞭然で理解でき
ると大好評であった．すなわち「ランダム風」では
すぐ風船が落ちてしまうのに対し，「 � ��ゆらぎの
風」では浮遊したまま上下運動を際限なく繰り返す
からである．
「 � ��ゆらぎの風」導入当時，形態に対しそれが
直接影響を与えることはなかったが，翌年のモデル

チェンジの際には，「 � ��ゆらぎの風」をよりアピー
ルするために形態にも大きな変化を上層部より求め
られた．それは，「 � ��ゆらぎの風」がヒットし始め
たからでもある．この要求に応えるべく，モーター
後部をフラットにし，横から見た際，非常に薄い形
態とすることで，従来の扇風機（モーターハウジン

グ突出・羽根透明な青・頭部メタリックガード・基
台アイボリー等）とガラッと変わったとのイメージ
を消費者にアピールすることとなった（図 �）．モー
ターを基台に組み込み，ポール（支柱）で頭部を旋

回させるようにメカニズムを大きく変えるととも
に，羽根自体の奥行も薄くし，全体の変化をさらに
強調することとした．その際，長年使用してきた幅
広三枚羽根「（新）�羽根」に代わる「薄型五枚羽根」
（図�	）を採用している．戦前の画期的な発明であ
る「エトラ扇」の開発は試行錯誤の連続であったそ
うだが，羽根のデザイン開発に関して言うと，実は
�	年ほど前までは似たり寄ったりの状況であった．
デザイナーがイメージにそぐうようなスケッチを描

き，それを基に職人がモックアップを作る．これを
強度のある材料で試作し，回転させてみる．不具合
があれば修正し，再度制作，この繰り返しにより完
成度を上げる．流体力学は難しすぎて，開発現場で
は使えない．船のスクリュープロペラですら，いく
つかの開発パターンに場合分けして，その掛け合わ

図 � 　パナソニックエコシステムズ「カタログ
（����年発行）」より抜粋

図�
 　パナソニックエコシステムズ「カタログ（����年発
行）」より抜粋
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せ早見表のようなものを基に設計していたくらいで
ある．ただ，当社においても 
，
年前からは完全
コンピュータ化（���導入）を実現した．それま
での職人の技術をデータ化し，より完成度の高いも

のをコンピュータ内部で設計できるように考えられ
ている．シミュレーションもモニター内で可能であ
り，例えば羽根のエッジ部での空気の微細な流れす
らも，解析できるようになった．���のデータを
そのまま ���に送り，光造型手法でプラスチック
製の羽根を �時間ほどで制作可能である．職人時代
は，モデル制作に約 �週間かかっていた．ただし，
この樹脂モデルがそのまま製品化されることはまれ
であり，官能試験にかけるとノイズの質や風の心地

良さの部分で人間は敏感に反応するので，微調整や
修正がどうしても必要となる．「自然な風」の最終
形は，人間の感性が決めるということだ．話を戻す
が，「ゆらぎ」扇風機に採用された「薄型五枚羽根」
は，試行錯誤時代の成果ということになる．
色彩については，戦後進駐軍の要望でそれまで黒

かった扇風機にカラー化が導入された．当初は米国
車の影響が濃厚で，ガードマーク（ガード中央部の
商標部分）周囲にメッキ塗装を施したり，ライトブ

ルーやライトグリーン等を採用，中にはツートンカ

ラーまであった．昭和�	年代までは，扇風機の存在
感を主張するような色合いが選ばれたものの，�	年
代以降，主力製品は段々と目立たない色（白，クリー
ム，ベージュ等）に収束していった．時にはポスト

モダンの流行で，イタリアンカラーを採用したこと
もあったが（図��），自己主張しない色が主流であ
ることは変わらなかった．エアコンの普及に伴い，
扇風機が徐々に脇役に回ったということだろう．と
ころで，中近東，東南アジア，中南米向けには今で
も戦前の川北電気時代のブランド「���」を付けて
扇風機を輸出している．これらの国々では，天井扇
が主体でフロア扇，卓上扇は補助的利用にとどまる
が，日本と異なり扇風機が目立つことを好む．色は

派手にするよう求められるし，パワフルな高速回転
が最優先で，そのために騒音が出ても構わない，む
しろ音が出ることが存在感を高め望ましいと考えら
れている．同じく天井扇が主流の欧米では，目立た
ぬようゆっくり静かに回転することが求められてい
るのとは，対照的である．また，日本以外の諸外国
では，高価格になりがちな「ゆらぎ」機能搭載扇風
機に対する関心は極めて低い．「自然な風」にこだわ
る感性は，日本人に特有なものかもしれない．残念

ながら最近の日本では，アジア系企業に押されて国

図�� パナソニックエコシステムズ「カタログ（���	年発行）」より抜粋
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産扇風機のシェアは微々たるものとなっている．当
社でも量販店からは撤退してしまい，パナソニック
ショップ用に限定生産しているのが実態である．た
だ，近年温暖化の影響か暑い日が多く，小中学校に

天井扇を設置するケースが増え，何とか息を繋いで
いる．

�．昭和後期の広告に見る消費者の扇風機に対する

意識

扇風機を取り巻く機能・形態以外の側面から，消
費者がどのように扇風機をとらえていたかを概観す
ることは，西洋から導入された機器類を我が国がど
う受容し，適応させてきたかを考察する良い契機と

なろう．
昭和��年に登場した「松風」と「白鳥」は，前述し

たとおり当時の松下電器産業グループ企業における
和風ネーミング戦略の一環であり，ステレオの「飛
鳥」，テレビの「嵯峨」に呼応するものであった．そ
れ以前にも扇風機の全体形状を花に見立てた東芝の
「なでしこ」（��
�（昭和��）年発売）や，「お座敷扇」
の首伸縮をアピールした三洋電機の「キリン」（��
�

（昭和��）年発売）等，味気ないアルファベットと数

字の組み合わせによる型番からの脱皮を図ろうとし
た動きはないではない．ただ，昭和�	年前後の和風
ネーミングは，明らかにこの流れとは異なっている．
ひとつには��
�（昭和��）年開催の東京オリンピッ
クの成功や日本選手の活躍ぶりによって，日本人が
自信を付けたことが指摘できよう．西洋由来の電化
製品に敢えて和風ネーミングを施すことによって，
それらを日本人が掌中に収め得意分野としたことを
世界に宣言しているかに見える．新聞記事等史料に

よれば，当時のテレビは松下が他に「武蔵」，東芝が
「とびら」，ゼネラルが「金剛」，シャープが「幸」，
���が「太陽」，日本コロムビアが「巌」，富士電
機が「富士」，三洋電機が「日本」等と名付けられて
おり，和風ネーミングブームの感がある．これらの
テレビはウッディな意匠（実は塩ビシートとプラス
チックを多用しているが）をまとっており，イメー
ジとしての「木の香り」が「和風」との親和性を高
める役割を果たしていたと想像される．これは，先

述した通り初代「松風」が木目調を採用しているこ
とと，軌を一にした動きとみなせよう．
����（昭和��）年の石油ショックは，家電製品に

おける省エネルギー対策実施の大きな契機となった．
当然，扇風機にもその動きが反映されている．
����（昭和��）年：「省電力にご注目下さい．わず

かな消費電力で豊かな風を得る
ことができます．」「やわらかい

風超微風を全機種に採用してい
ます．」「必要なときだけ風を送
り，あとは自動的にストップ．」

���
（昭和
	）年：「何と言っても消費電力がわず

かです．」
����（昭和
�）年：エアコンと扇風機（併用で効率

アップ）
����（昭和
�）年：ウインドファン（夜風利用でエ

アコンより経済的）
����（昭和
�）年：ドライクール扇風機（除湿機と

の合体）
����（昭和
�）年：「上手に使って上手に節電」（マ

イコン制御とタイマーの併用）

����（昭和
�）年：クールウインドファン（クーラー
とウインドファンとの合体によ
り，運転時選択可能）

���
（昭和
�）年：全機種消費電力表示
これ以降は，家電における省エネルギー対策が当

たり前であり，わざわざ広告表現上目立たせるまで
もないとの認識に変わってゆく．自動車における低
燃費，家電における省エネ（省資源・省電力）は我が
国のお家芸の一つに数えられる．これは諸外国（特

に米国）に比較し，ガソリンや電気代が高いことも
一因ではあろうが，環境問題抜きには製造業の将来
を語れない以上，市場競争上有利な特徴であること
は間違いない．単にネーミングで「日本」をイメー
ジさせるのみならず，これらの特質が自然に「日本
製品」をアピールできているとすれば，西洋由来の
機械を随分と我が国流に手なづけてきたものだと思
う．

�．まとめ

本稿では昭和�	年代以降すなわち昭和後期の我が
国扇風機のデザインの変遷に関し，パナソニックエ
コシステムズ（当時は松下精工）の製品開発事例を
もとに考察し，以下の事情について概観した．
昭和後期は，我が国扇風機の成熟期に相当し，普

及率が頭打ちの状態となった時代である．カラー化
やガードのデザインにおけるバリエーション展開も
一段落し，機能的にも形態的にも各社特徴ある製品

を出しあぐねていた状況で，せいぜい操作部の細か
な相違をデザイン上のポイントとせざるを得ない時
期が長く続いた．そんな中，同社において市場を喚
起する役割を担ったのが，「風の質向上」に対する提
案であった．「自然な風」を再現することを目的に，
リズム扇，ランダム扇を経て「 � ��ゆらぎの風」に
進化を遂げたとき，その先進性をアピールするため
に敢えて扇風機本体の形態を大きく変化させた．本
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来「風の質」の改良自体は，扇風機の形態に変化を
促す必然性を伴っていた訳ではない．すなわち技術
的な理由からではなく，いわば営業上の政策的要求
により「今までとはまったく違う扇風機に進化」し

たことを強調するために，「ガラッとデザインを変え
た」のである．メカニカルな操作が電子スイッチや
マイコンによる制御に置き換わりつつあった時代，
「形態は機能に従う」とのモダンデザインのテーゼ
は，ここではもはや通用しない．ただし，単なる変
化のための変化ではなく，きちんとした「セールス
ポイント（風の質）」を持った製品を，当該「セー
ルスポイント」が外観上現れにくいがゆえに，敢え
て（狭義の）デザインによる変化で消費者に訴求し，

それが功を奏した幸運な事例として紹介することが
可能である．また，開発者・消費者ともに「自然な
風」にあくまで拘り続ける姿勢が，今回の調査対象
となった製品開発の背景に存在したことは，我が国

国民に備わる独自の感性や「風を愛でる」文化を垣
間見せてくれたようにも思う．今後は同業他社のデ
ザイン担当者等にもインタビュー等を行い，さらに
多面的な視点から昭和後期の扇風機における製品開
発の実態について，調査・研究を継続したい．
最後に，本研究にご協力頂いたパナソニックエコ

システムズ関係者の方々に，心より感謝申し上げる
次第である．
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� � ）平野聖，石村真一：我が国における扇風機用ガードの形態の変遷について．生活学論叢，������，���	
，����．

平野聖，石村真一：我が国における扇風機用の機能，形態及び色彩の変遷．生活学論叢，������，�
�		，����．

平野聖，石村真一：明治・大正期における扇風機の発達．デザイン学研究，��（�），

���，����．

平野聖，石村真一：大正・昭和前期における扇風機の発達．デザイン学研究，��（�），�
��	，���	．

平野聖：昭和中期（戦後）における扇風機の発達．デザイン学研究，��（�），���
（掲載予定）

� � ）特許第������号「噪音少キ扇風翼」（�
��（昭和 
）年 
月 	日出願・�
�
（昭和��）年��月 �日特許）のことで，

「不必要な空気の渦流を減少し，回転に伴う噪音を減少させ，空気の速度分布並びに風量に対する能率を良好にする」

ことを目的とする扇風機用羽根の発明（国有特許）である．特に三菱電機が好んでこの特許を採用し，「エトラ扇」と

して消費者に認知させた．エトラとは，ギリシャ神話に登場する魔法使いの名であるという．

� � ）インタビューによれば，戦前は米 ��製の国内版という位置づけの芝浦製作所（現東芝），戦後昭和��年代まではカ

ラー化にいち早く成功した三菱電機が扇風機のシェアトップであったという．

� � ）「���ゆらぎ」の定義：音・風・色の強弱やテンポの中に見られる，「ゆっくりした変化では変動の大きさが大きく，は

やい変化になるほど変動が小さい」性質を � ��ゆらぎという．厳密には，物理量の変動の大きさが変化のはやさ（そ

の周波数を �とする）に反比例している特性をいう．（人にやさしいマインドテクノロジー 　� ��ゆらぎは本当に快適

か？ � 応用製品も登場，新しい制御の考え方とは 　「エレクトロニクス」�

�． �．���
）

���ゆらぎの風の制御方法： � ��ゆらぎの風の制御方法として，� ��型の変化をもつ音楽の音圧変化や固体抵抗中の電

流変化等を信号源として，この信号源の物理量変化をそのまま回転数制御信号へ変換して羽根を回転させる方法が考え

られる．実際には，コスト面からこの考え方を応用したより経済的な方法を採用している．すなわち，� ��型の変化

をする信号源からサンプリングした時系列データを外部で回転数制御データへ変換し，メモリへ記憶しておく方式が選

択されている．

（扇風機における � ��ゆらぎの快適性追及「�������� ��������� �� �!� "��� �
 ��� 
 #���」�
	
，����）

（平成��年 �月 �日受理）
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